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 9月13日(月)、東京都内の会場に

て民主党の岡田克也代表の任期

満了に伴う代表選挙（臨時党大

会）が開催され、岡田克也氏が再

選を果たした。 

 今回の選挙は岡田克也氏以外

の立候補がないまま、届出が締め

切られ今大会の承認を得て正式

に就任となった。任期は2006年9

月までの2年間。記者会見を行っ

た岡田克也代表は、「日本の戦後

史の中で最も重要な2年間になる

よう大きなドラマを作りたい」と政

権交代への決意を表明した。また藤井裕久幹事長が党規約改正案を提案、満場の拍手で承

認された。規約改正は下記のとおりである。(新役員、「次の内閣」ネクストキャビネットは2面に

掲載) 

 

1. 政権戦略委員会を設置する。（第21条関係） 

1. 代表は、政権交代の実現に向けた総合戦略等を検討するため、政権戦略委

員会を置くことができる。  



 

2. 委員会は代表を主宰し、委員は党内外から代表が選任して常任幹事会に報

告する。  

 

2. 常任幹事会議長を新たに置く。（第12条関係） 

1. 常任幹事会は、幹事長が主宰し、その要請にもとづき常任幹事会議長が運

営する。  

2. 常任幹事会議長は、国会議員の中から代表が選任し、大会または両院議員

総会の承認を得る。  

 

3. 両院議員総会の招集要件を緩和する。（第7条第6項関係） 

1. 両院議員総会長は、党所属国会議員の3分の1以上の要請があった場合に

は、速やかに両院議員総会を招集しなければならない。  

 

4. ブロック協議会を必置化する。（第27条第6項関係） 

1. 各都道府県連間の連携をはかり、広域的な地域活動をすすめるとともに、地

域における国会議員の交流を促進するため、組織規則の定めるところによ

り、衆議院比例ブロックごとにブロック協議会を設置する。  

 

5. 政治スクールを設置する。（第26条関係） 

1. 幅広く人材を発掘・育成するため、本党に政治スクールを設置し、学長を置

く。  

2. 学長は、党内外から代表が選任する。その任期は代表と同じとする。  
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◇最高顧問 羽田 孜 ◇組織委員長 大畠 章宏

◇代 表 岡田 克也 ◇団体交流委員長 樽床 伸二

◇代 表代行 藤井 裕久 ◇国民運動委員長 中山 義活

◇副代表 石井 一 ◇男女共同参画委員長 水島 広子

  中井 洽 ◇北海道・東北地域担当 小平 忠正

  米沢 隆 ◇北関東・北北越地域担当 武山百合子

  岡崎トミ子 ◇南関東地域担当 浅尾慶一郎

◇幹事長 川端 達夫 ◇東京地域担当 城島 正光



 

 同 代理 平野 博文 ◇東海地域担当 平田 健二

◇役員室長 北橋 健治 ◇近畿地域担当 朝日 俊弘

◇総務局長 齋藤 勁 ◇中国・四国地域担当 柳田 稔

◇財務局長 前田 武志 ◇九州地域担当 松本 龍

◇経理局長 郡司 彰 ◇両院議員総会長 田名部匡省

◇国際局長 藤田 幸久 ◇代議士会長 玉置 一弥

◇調査局長 長妻 昭 ◇参議院議員会長 江田 五月

◇政策調査会長 仙谷 由人 ◇参議院幹事長 輿石 東

 同 代理 古川 元久 ◇参議院国会対策委員長 今泉 昭

◇国会対策委員長 鉢呂 吉雄 ◇参議院政審会長 小川 敏夫

 同 代理 高木 義明 ◇中央代表選挙管理委員会 細川 律夫

◇常任幹事会議長 鹿野 道彦 ◇会計監査 土肥 隆一

◇選挙対策委員長 玄場光一郎   若林 秀樹

 同 代理 堀込 征雄 ◇倫理委員長 佐藤 道夫

  樋高 剛
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◇総理大臣 岡田 克也 ◇国土交通大臣 菅 直人

◇副総理大臣 藤井 裕久 ◇環境大臣 佐藤謙一郎

◇総務大臣 五十嵐文彦 ◇官房長官 仙谷 由人

◇法務大臣 簗瀬 進 ◇政治改革担当大臣 岩國 哲人

◇外務大臣 鳩山由紀夫 ◇国家公安委員長 円 より子

◇財務大臣 野田 佳彦 ◇防衛庁長官 前原 誠司

◇文部科学大臣 達増 拓也 ◇経済財政・金融担当大臣 峰崎 直樹



 

◇厚生労働大臣 横路 孝弘 ◇規制改革担当大臣 直嶋 正行

◇農林水産大臣 鮫島 宗明 ◇男女共同参画担当大臣 小宮山洋子

◇経済産業大臣 海江田万里
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 私は、今年、愛知県競馬組合の議員としてまた、監査委員に任

命されました。 16年ぶりに競馬組合へ行き、建物の老巧化と入

場者が年配の男性の方ばかりには少し驚きました。 

 公営競馬事業については、どこの地域でも憂慮すべき事態と

なっており愛知県も同様であります。公営競馬は昭和23年に開

催されて以来すでに50有余年を経過いたしました。その間、これ

から生ずる収益金は戦災復興や地方自治振興のための財源と

して県民、市民の福祉向上に寄与するところが少なくなかったの

であります。 

 しかし、今日、入場者数は昭和49年の292万人をピークに昨年

は99万人となり実に34％に減ってしまいました。 

 また、馬券の売上げも昭和49年の735億円を最高に、昨年は

216億円の売上げで30％に減少してしまいました。 

 馬券の売上げが年々減少する厳しい経営状況の中で幾度と再

建計画が行われましたが、平成15年度末には累計赤字が36億7700万円余となりました。今

年度、外部有識者等による懇談会が設けられ、12月を目途に提言をいただくことになりまし

た。恐らく提言の中身は、存続あるいは廃止との両論併記になると考えます。 

 しかし、私は赤字経営の脱却には廃止する以外に道がないと思います。存続するにしても、

国が面倒をみるか、あるいは民間に委託するか移譲でもできるような思い切った案しかないと

思います。また、廃止した場合、施設廃止や人的補償の経費を考えると難しい問題かもしれ

ませんが、しかし、このまま続けるとすると、経営診断の中間報告では平成20年度末には累

計赤字が86億6000万円になると言われています。 

 これ以上、赤字を生じた場合どのようなお金で穴埋めを処理されていくのか、ギャンブルの

赤字を県民の尊い税金で穴埋めするような行政が許されるでしょうか。 

 最後に、私は為政者がいつ決断するかにかかっていると考えます。皆様の率直なぎ意見を

お聞かせください。 

 緑区から名古屋市議会に送り出していただき、1年半が過ぎよ

うとしています。この間、本市議会においても、議員の不祥事が

相次ぎました。 



 

 
 

 私は、大学在学中に政治家を志し、代議士の秘書として政治の世界に身を投じて参りました

が、振り返ればやはり政治家の不祥事が後を絶ちません。このような状況では、政治不信な

ど国民間で固定化され、払拭できるはずなど毛頭ありません。 

 この悪しき流れを政治家一人一人が重く受けとめ、完全に脱却できるよう具体的かつ本質

的な改革が急務であると存じます。 

 「一人では何も変えられない」・・・ことあるごとにそう言われる方が多い。けれども最初から

あきらめていては、何も始めることはできません。 

 私は、名古屋市議会においてもこういった旧態依然とした環境に立ち向かい、「未来への責

任」を果たすべく、全力を傾注して参る所存でございます。 

 昨年の12月7日に皆様のご支援により二回目の当選をすること

が出来ました。厚く御礼申し上げます。 

 尾西市は、人口59,000人の市です。隣の一宮市(人口278,000

人)木曽川町(人口32,000人)との２市１町での合併も第３回定例

会(9月8日～9月24日)で議決がされました。平成17年4月1日から

新一宮市になり人口37万人の中格市になります。今日まで市民

の皆様が【安心・安全】に生活が出来るようにと、初当選以来、17

回の一般質問をしてきました。 

 今まで以上に、市民の皆様の声を“よく聞き”市民本位の発言を続けて参ります。  

●交通安全対策・・・ 横断歩道と歩道との段差の改善、進

学路・カーブミラーの増設及び点検

●防火・防災対策・・・ 常設消防出張所、耐震調査、自主防

災組織の充実

●環境問題・・・ 有料ごみ袋、ごみ分別、野焼き、犬の

糞処理

●教育問題・・・ いじめ、不登校、適応指導室
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■幹事会報告 （9月11日抜粋）

■社団法人 愛知県トラック協会からの要望書について 

  ◇内容 名古屋高速道路のＥＴＣ利用料金割引制度について 

■規程類の改正について 

  ◇嘱託に関する事務局規程および職員賃金等規則の改正について  



■第43回社会運動家顕彰追悼祭について 

  ◇日時 11月5日（金）11：00～ 

  ◇場所 いしずえ碑前（鶴舞公園内） 

  ◇対象者 民主党申請：故三浦芳郎氏（みうら よしろう）享年70歳 

  ◇要 請 (1)対象者の申請・・・9月24日（金）まで 

        (2)追悼祭への県連代表「追悼あいさつ」  

■2005年県連パーティーについて 

  ◇日時 2005年1月17日(月) 18：00～（予定） 

  ◇取組み等は別途  

■その他 

  臨時党大会について 

  ◇日時 9月13日(月) 13：00～ 

  ◇会場 東京プリンスホテル 「鳳凰」の間 

        〒105-8560 東京都港区芝公園3-3-1 TEL:03-3432-1111 

  ◇参加者 特別代議員（地方選管委員）松山 登県議会議員（県連幹事長） 

                              早川 良行名古屋市議会議員（県連副幹事長）  

計2名参加

■インフォメーション
■岡崎市議会議員一般選挙【定数40】 結果 

  加藤 繁行「かとう しげゆき」（現）・・・3,107票獲得し当選 

  中根 薫「なかね かおる」（現）・・・3,248票獲得し当選 

  得票率58.73％ （前回得票率67.22％） 

■岡崎市長選挙 結果 

  柴田 鉱一「しばた こういち」（現）・・・138,350票獲得し当選 

  得票率58.73％ （前回得票率67.22％）  

編集後記

 暑い夏と共に世界中が沸いたアテネ・オリンピックも終わりを告げました。日本選手団も史

上最多のメダル獲得数を誇り、メダリスト達が「日の丸」を手にウイニングランをする姿が今

も眼に焼きついています。 

 国を代表して技を競い、優秀な成績を収め、国旗を手にする――素晴らしい姿でありま

す。 

 ただそれが、パフォーマンスではなく、純粋に国家に対する思いであると、両手を挙げて思

える日が我が国にも来ることを願いたい、今日この頃です。 

広報委員 山本久樹(名古屋市議会議員) 



 

インターネット・アドレス

http://www3.ocn.ne.jp/~minshu7/ 
e-mail:minshu＠dream.ocn.ne.jp 
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